
事業所名：「ゼノ」こばと園　　　　　保護者数（児童数）６５人　配布数６２人　回収数　５０人　割合８０．６％

チェック項目 はい

どちら
とも

いえな
い

いい
え

わか
らな
い

ご意見 ご意見を踏まえた対応

①
子どもの活動等のスペースが十
分に確保されているか

36 10 4 0

・活動するには狭く感じる部屋がある
・園舎がいびつであると感じる
・行事で全員が集まる部屋がもう少し大き
いとよい（２）
・もう少しゆとりがほしい
・雨の日は狭く感じる

②
職員の配置数や専門性は適切
であるか

34 9 2 3

・先生方にはとても感謝している。仕事量
の多さを心配している
・専門性には満足しているが、各グループ
にもう１人ずつ先生が配置されると先生も
ゆとりをもって指導ができる
・職員が足りていないと感じることがある
（３）
・もう一人先生がいてくださったらと思う場
面がある（トラブルの時）が、人材確保や
人件費を考えると難しいと思う
・人員不足で先生が大変だろうと思う
・給食後の自由遊びで手が足りているの
か不安
・単独の子が多かったり話し合いの時に
足りていないと感じる

③

生活空間は、本人にわかりやす

い構造化された環境
i
になってい

るか。また、障害の特性に応じ、
事業所の設備等は、バリアフ
リー化や情報伝達等への配慮
が適切になされているか

27 18 2 2

・バリアフリー化にはなっていない（２ )
・バリアフリー化は難しいと感じる。
・広いので慣れるまでは部屋を探すのが
大変。
・建物が古い（５）
・施設が古くなってきている中でもいろいろ
工夫されている。他のセンターが改修され
てきている中で新しい利用者からは見劣
りがするかもしれない。
・自転車に乗ってはいけない時間は、先生
がカーテンを閉めたり丁寧に声掛けをして
いる。
・砂場のおもちゃを片づける場所が分かり
にくく分類しにくい。

④

生活空間は、清潔で、心地よく
過ごせる環境になっているか。
また、子ども達の活動に合わせ
た空間となっているか

32 13 3  

・保護者が５分でも掃除をして帰るなど、
無理のない範囲でしてもよいのではない
か
・清潔にしていただいても気温や気候の影
響からか、きしゃの部屋のトイレが匂って
子どもが夏場トイレに行けなかった
・老朽化で仕方ないかもしれないが、傷み
が激しいところもあり、慣れるのに時間が
かかった
・老朽化が心配。もっと保護者に支援をも
とめてもいいのではないか

⑤

子どもと保護者のニーズや課題
が客観的に分析された上で、児
童発達支援計画iiが作成されて
いるか

47 2 0 0

⑥

児童発達支援計画には、児童
発達支援ガイドラインの「児童発
達支援の提供すべき支援」の
「発達支援（本人支援及び移行
支援）」、「家族支援」、「地域支
援」で示す支援内容から子ども
の支援に必要な項目が適切に
選択され、その上で、具体的な
支援内容が設定されているか

43 2 0 4

⑦
児童発達支援計画に沿った支
援が行われているか

44 3 0 1
・保護者や子どものことを考えて計画して
くれている（３）

環
境
・
体
制
整
備

適
切
な
支
援
の
提
供

○建物基準などは基準を十分満たしています
が、築42年経ち老朽化していること、また難聴
幼児通園施設の基準でスタートし、定員や制
度の変更に伴い増築、改築を重ねているた
め、複雑な建物構造になっています。
子どもの年齢や状態、療育形態も様々で、日
替わりの部屋使用になります。
子どもたちにとって、安心して分かりやすく楽し
く活動できる環境づくりに努めます。
保護者の皆様のご理解をお願いします。

○職員の配置基準は大きく上回っています
が、難聴・発達・相談など、部門も療育形態も
様々で、安全で質の高い支援を行うには、職
員数が多く必要です。円滑に安全に支援を行
えるよう調整をすること、併せて、職員の専門
性の向上に努めます。

○危険箇所に気づいたらすぐに対応し、清潔
で心地よい環境であるよう努めます。皆様のご
協力をお願いします。

○今後、改築や新築移転などを検討したいと
思います。

○「ゼノ」こばと園では、お子さんと保護者の方
に一緒に通ってきていただき、障がいや発達
の状態に合わせ、集団療育と個別療育を行い
ます。楽しい遊びや体験を通して発達の土台
の力を育て、意欲的で安定した生活が送れる
ように取り組んでいます。

＜発達支援＞
　難聴のお子さんに対しては、聴力状態の把
握や補聴器・人工内耳の装用・調整・聴覚活
用をすすめ、またすべてのお子さんに対して、
人と関わる力、経験や気持ちに根ざしたイメー
ジやことば・コミュニケーションの力を育てるよ
うに取り組んでいます。
＜家族支援＞
　親子通園、保護者懇談会などを通して、我が
子を理解し子育てに元気と見通しが持てるよう
に支援したいととりくんでいます。
＜地域支援＞
　また、保育所や幼稚園・こども園などと併行
通園されている方は、園との連携を通して、安
定した生活が送れるように支援しています。

○これらガイドラインに沿った内容で児童発達
支援計画を立てていますが、一人ひとりへの
より丁寧な説明を心掛けて行くよう努めます。
　
○支援内容については、概ね保護者のみなさ
んのご理解を得ていると思われますが、さらに
丁寧な説明とニーズの把握に努めると共に、
研修や検討を重ね、療育の質を向上させるよ
う努めます。

公表：２０２０年３月１０日

保護者等からの事業所評価の集計結果 （公表）



⑧
活動プログラムiiiが固定化しな
いよう工夫されているか

46 3 0 0

・固定していると感じることもあるが、意見
は聞き入れてくれてありがたい
・集団での活動で限界がある中、とても工
夫されている

⑨
保育所や認定こども園、幼稚園
等との交流や、障害のない子ど
もと活動する機会があるか

32 4 7 5

・療育の中で経験したことがない
・初詣で保育所の子どもたちにばったり会
うくらい
・西幼稚園との交流はあったが、他のとこ
ろはない
・３歳児だけはない

⑩
運営規程、利用者負担等につい
て丁寧な説明がなされたか

48 0 0 1

○入園時（入園説明会）及び毎年度初めの入
園式の時に説明しています。ご意見や疑問が
ありましたら、いつでもその都度、丁寧に説明
させていただくように努めます。

⑪

児童発達支援ガイドラインの「児
童発達支援の提供すべき支援」
のねらい及び支援内容と、これ
に基づき作成された「児童発達
支援計画」を示しながら、支援内
容の説明がなされたか

43 3 0 2
○前期と後期に分けて、個別に説明や確認を
行っていますが、より丁寧な説明を行うよう努
めます。

⑫
保護者に対して家族支援プログ
ラム（ペアレント・トレーニングiv
等）が行われているか

41 5 1 2
・トレーニングされている感はなく、自然と
習得できていると感じる（いい意味で）

⑬

日頃から子どもの状況を保護者
と伝え合い、子どもの健康や発
達の状況、課題について共通理
解ができているか

45 3 0 0

・とても助かっている
・ノートなども活用して課題をよく理解して
くれている
・最後の話し合いの中で共通理解ができ
る

⑭
定期的に、保護者に対して面談
や、育児に関する助言等の支援
が行われているか

48 1 0 0 ・毎回してくれている

⑮

父母の会の活動の支援や、保
護者会等の開催等により保護
者同士の連携が支援されている
か

43 3 0 3
・開催されているが、託児がない、休日な
どで参加しづらいことが多い

⑯

子どもや保護者からの相談や申
入れについて、対応の体制が整
備されているとともに、子どもや
保護者に周知・説明され、相談
や申入れをした際に迅速かつ適
切に対応されているか

44 2 1 1

⑰
子どもや保護者との意思の疎通
や情報伝達のための配慮がな
されているか

45 2 0 1

⑱

定期的に会報やホームページ
等で、活動概要や行事予定、連
絡体制等の情報や業務に関す
る自己評価の結果を子どもや保
護者に対して発信されているか

38 6 0 5
・会報が少なくなったりHPが更新されてい
なかったり残念

○社会福祉法人「ゼノ」少年牧場の機関紙「ふ
れあい」や「こばと園だより」を配布していま
す。あわせて月々の予定表、行事や研修会な
どのお知らせを配布しています。

○「ゼノ」少年牧場のホームページがありま
す。できるだけ更新するように努めます。

適
切
な
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援
の
提
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○「ゼノ」こばと園では、お子さんと保護者の方
に一緒に通ってきていただき、障がいや発達
の状態に合わせ、集団療育と個別療育を行い
ます。楽しい遊びや体験を通して発達の土台
の力を育て、意欲的で安定した生活が送れる
ように取り組んでいます。

＜発達支援＞
　難聴のお子さんに対しては、聴力状態の把
握や補聴器・人工内耳の装用・調整・聴覚活
用をすすめ、またすべてのお子さんに対して、
人と関わる力、経験や気持ちに根ざしたイメー
ジやことば・コミュニケーションの力を育てるよ
うに取り組んでいます。
＜家族支援＞
　親子通園、保護者懇談会などを通して、我が
子を理解し子育てに元気と見通しが持てるよう
に支援したいととりくんでいます。
＜地域支援＞
　また、保育所や幼稚園・こども園などと併行
通園されている方は、園との連携を通して、安
定した生活が送れるように支援しています。

○これらガイドラインに沿った内容で児童発達
支援計画を立てていますが、一人ひとりへの
より丁寧な説明を心掛けて行くよう努めます。
　
○支援内容については、概ね保護者のみなさ
んのご理解を得ていると思われますが、さらに
丁寧な説明とニーズの把握に努めると共に、
研修や検討を重ね、療育の質を向上させるよ
う努めます。

○集団療育と個別療育を行います。親子で
通っていただき、親子で一緒に遊び、活動し、
活動終了後には保護者懇談の時間を必ず持
ち、活動の意味やこどもの様子について話し
合います。
　共に考えあったり、共有したりすることを通し
て、保護者が、我が子を理解し子育てに元気
と見通しを持って仲間と共に歩んでいけるよう
に支援したいと考えています。

○日々の親子通園、保護者懇談に加えて、学
習会や保護者教室、又前期・後期の保護者と
のまとめの会などを行い、子どもの状態課題
などについて共通理解し、とりくみをすすめて
いきます。

○保護者とは、直接対話、電話、連絡帳など
の方法で意思疎通や情報伝達を図っていま
す。また、緊急時などの情報伝達は、メールで
の一斉送信も行います。

○保護者教室やこばと会などの保育（託児）
は、必要があれば、可能な限り行っています。

○こばと会（こばと園保護者会）、療育を守る
親の会など、積極的に活動していただいてい
ることに感謝します。その中で、利用者の声な
どご意見もいただいており、よりよいこばと園
であるように努めてまいります。
あわせて、今回の事業所の保護者評価、自己
評価をもとに、園のあり方や支援の在り方を見
直し、よりよいものにしたいと思います。



⑲
個人情報の取扱いに十分注意
されているか

37 7 1 4
・他と比べるとゆるいのかな。職業や家族
構成、住居など他人に話されるのを嫌が
る人もいると思う。

○個人情報の取り扱いについては、入園時に
同意していただいています。

○写真や動画などについては、入園時及び年
度初めの入園式の時に、しおり（重要事項説
明書）で説明しています。療育中に写真や動
画を撮ることは、療育に差し支えますのでご遠
慮ください。また、撮ったものをラインやブログ
に載せることも、個人情報保護のため控えてく
ださい。

○お互いを知り合い理解し合うことと、個人情
報の保護とのバランスをとりながら保護者支
援をしていくことに努めたいと思います。

⑳

緊急時対応マニュアル、防犯マ
ニュアル、感染症対応マニュア
ル等を策定し、保護者に周知・
説明されているか。また、発生を
想定した訓練が実施されている
か

25 13 3 10

・防犯と感染のマニュアルは知らない
・先生はされているかもしれないが、子ど
もたちの訓練はない
・以前通っていた療育園では月１回あった
ので、年数回はしてもらえるとよい

㉑
非常災害の発生に備え、定期的
に避難、救出、その他必要な訓
練が行われているか

24 13 1 9

・最近は水害が増えているので、前が川
であり水害時の訓練も考えてほしい
・避難訓練が指導日と重ならないと経験で
きない

㉒
子どもは通所を楽しみにしてい
るか

46 2 1 0
・とても楽しみにしている（４）
・病気でも行きたがるほど楽しみにしてい
る

㉓ 事業所の支援に満足しているか 45 4 0 0
・これからも頼りにしている
・親子ともども丁寧にかかわっていただい
て満足している

○この「保護者等からの事業所評価の集計結果（公表）」は、保護者等の皆様に「保護者等向け児童発達支援評価表」に より事業所
の評価を行っていただき、その結果を集計したものです。
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○防災対策は、毎月の避難訓練と建物の安
全管理（火災報知機の点検、消火器の設置、
危険個所の把握と対応など）に努めています。
避難訓練については、毎日通園でない子ども
が多いため、すべての子どもに経験できるよう
に計画をたてて実施します。

○緊急時対応のマニュアルなどについては、
策定していますが、お知らせできていません。
改善に努めます。

○地震や津波に対する避難訓練や対応につ
いては、早急に訓練を実施します。

○防犯カメラの設置はなく、防犯訓練も行えて
いません。対応を検討したいと思います。

○全国いたるところで様々な災害が生じてい
る状況もふまえ、緊急時の気象情報や避難情
報の把握と対応（保護者との連絡や関係機関
との連携）を図り、子どもたち・保護者の皆さん
の安全を守るよう努めます。

○感染症についての情報を適時お知らせする
ように努めます。

○子どもにも保護者の皆さんにも満足してもら
えるよう、引き続き努力していきます。



チェック項目 はい
いい
え 工夫している点

課題や改善すべき点を踏まえた
改善内容又は改善目標

①

② 職員の配置数は適切であるか。 8 12
・職員配置基準は十分満たしている。
・職員の役割分担をしながら、子どもの療育の
質や安全が確保されるように配置している。

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

公表：２０２０年３月１０日　　　　　　　　　　　　事業所名：　「ゼノ」こばと園  　　職員数２６人　配布数２３人　回収数２２人　割合９５．６％

事業所向け自己評価表及び保
護者向け評価表の結果を踏ま
え、事業所として自己評価を行
うとともに、その結果による支援
の質の評価及び改善の内容
を、事業所の会報やホームペー
ジ等で公開しているか。

・法令（元難聴幼児通園施設）を遵守した建物
である。
・部門（難聴・発達・相談）や療育形態（集団療
育・個別療育・親子通園・毎日・併行など）など
が複雑なので、ケースの状態や療育内容に合
わせて、訓練室や検査室等の使用を調整して
いる。

・死角もあり、見通しの持ちにくい建物構造な
ので、安全性に気を付け、できる限り、子ども
にとって見通しが持ちやすいように手掛かりや
働きかけを行い、整理され、安心して分かりや
すく楽しく活動できる環境づくりに努めている。

・聴覚障害児に対応した、パトライトつき非常
ベル、二重窓、マジックミラーなどを設置してい
る。

・バリアフリーには対応できていない。

○建物基準などは法令を遵守しているが、築42年
経ち老朽化していること、また難聴幼児通園施設
の基準でスタートし、定員や制度の変更に伴い増
築、改築を重ねているため、複雑な建物構造に
なっている。死角もあり、見通しの持ちにくい建物
構造なので、安全性に気を付け、できる限り、子ど
もにとって見通しが持ちやすいように手掛かりや
働きかけを行い、整理され、安心して分かりやすく
楽しく活動できる環境づくりに努める。

○部門（難聴・発達・相談）や療育形態（集団療
育・個別療育・親子通園・毎日・併行など）、年齢
（0歳～就学前）や状態、療育内容などが複雑なの
で、職員同士事前の打ち合わせをし、訓練室や検
査室等の使用を調整している。
　
○職員の配置基準は大きく上回っているが、難
聴・発達・相談など、部門も療育形態も様々である
ため、安全で質の高い支援を行うには、職員が基
準以上に必要である。また、親子通園であり保護
者との懇談を大切にしているが、保護者懇談の時
間帯に十分な保育体制をとることが課題である。
職員体制整備・充実のための意見を関係団体の
協議の場などに挙げていく必要がある。

○危険箇所に気づいたらすぐに対応し、清潔で心
地よい環境であるよう、保護者の協力も仰ぎなが
ら努力する。

業
務
改
善

15 4

18 3

15

保護者等向け評価表により、保
護者等に対して事業所の評価
を実施するとともに、保護者等
の意向等を把握し、業務改善に
つなげているか。

第三者による外部評価を行い、
評価結果を業務改善につなげ
ているか。

職員の資質の向上を行うため
に、研修の機会を確保している
か。

19

3

2

生活空間は、清潔で、心地よく
過ごせる環境になっているか。
また、子ども達の活動に合わせ
た空間となっているか。

3

○職員会議等の場で全体の状況把握や意見の集
約を図る、「働き方改革検討委員会」の場で課題
の整理と改善点の検討をすることを定期的に実施
し、職員全体で業務改善にとりくむ。

○引き続き、保護者との共通理解に努めながら、
職員全体での共通理解、認識を図り、具体的な業
務改善に向けて努力する。

○保護者評価、事業所の自己評価に基づき、今
後の改善に生かしていく。

○○内部研修・外部研修などを計画的に行い、職
員の学ぶ意欲を高め、職員の専門性や人間性を
高めるように努める。

20 0

・昨年度の評価を踏まえ、「重要事項説明書」
に反映させたり、職員間で共有したりした点が
いくつかある。昨年度の結果はホームページ
に公開し、施設内にも掲示している

・法人として第３者評価を実施している事業所
はあるが、当園は未だ行っていない。

・必要な研修、希望する研修、自主研修などに
参加しやすいよう、勤務体制等を配慮している
が、仕事の量が多く、研修の機会が少なくなっ
ている。

・親子通園のため、日常的に保護者との直接
の懇談を行っている。あわせて、連絡帳を通し
て意向や思いの把握、保護者会活動を通して
意見等の集約などを行い、問題を整理し、改
善に向けてとりくんでいる。

・前期と後期に分けて、職員会議、部門会議、
ケース会議などを行い、目標設定と振り返りを
行っている。
・職員の業務量が多く手一杯の状態が続いて
いるため、「働き方改革検討委員会」を立ち上
げ、現状の確認や改善に向けての検討を行っ
ている。

業務改善を進めるためのPDCA
サイクル（目標設定と振り返り）
に、広く職員が参画している
か。

11

6 15

16

環
境
・
体
制
整
備

10
利用定員が指導訓練室等ス
ペースとの関係で適切である
か。

生活空間は、本人にわかりやす
く構造化された環境になってい
るか。また、障害の特性に応
じ、事業所の設備等は、バリア
フリー化や情報伝達等への配
慮が適切になされているか。

事業所における自己評価結果（公表）



⑩

⑪

⑫

⑬

⑭
活動プログラムの立案をチーム
で行っているか。

18 1 ・部門会議、グループ担当者会議などで行う。

⑮

⑯

⑰

⑱

⑲

⑳

日々の支援に関して記録をとる
ことを徹底し、支援の検証・改
善につなげているか。

・前期と後期に分けて、アセスメントやニーズ
分析をした上で児童発達支援計画を立ててい
る。

・前期と後期に分けて、モニタリングを行い見
直している。

・終礼時に、1日の報告を行う。
・具体的な支援内容の振り返りについては、グ
ループごとに少しの時間でも行うように努力は
しているが、時間の確保が難しいことが多い。
問題や困難さや気づきがあった場合には、適
宜確認・検討する。

・日々の療育記録は書いているが、それを職
員で共有し、支援に活かすことが課題である。
勤務時間内に記録を書くための時間の使い方
や、職員の役割分担を検討していく

児童発達支援計画には、児童
発達支援ガイドラインの「児童
発達支援の提供すべき支援」の
「発達支援（本人支援及び移行
支援）」、「家族支援」、「地域支
援」で示す支援内容から子ども
の支援に必要な項目が適切に
選択され、その上で、具体的な
支援内容が設定されているか。

・朝会時に、支援体制（集団・個別・相談な
ど）、活動内容、職員配置、役割分担などにつ
いて確認している。

支援開始前には職員間で必ず
打ち合わせをし、その日行われ
る支援の内容や役割分担につ
いて確認しているか。

・日常的に、生活や遊びの中での子どもの状
態の把握、発達検査や聴力検査等での客観
的な状態の把握を行い、支援計画を作成して
いる
・研修等により、子どもの発達やきこえのとら
え方等を共通に理解できるように努めている。

・児童発達支援ガイドライン３つの支援内容に
基づき、さらに園の長年の積み重ねと研修を
通して、外部の情報もとり入れながら、子ども
の支援内容を設定している。

・支援計画をもとにしながら、日々の生活や遊
びの中で子どもの状態を把握し、また発達検
査や聴力検査等で客観的な状態の把握を行
い、子どもに合わせた支援を柔軟に展開して
いる。

・集団療育、個別療育を組み合わせて行って
いる。

子どもの適応行動の状況を図
るために、標準化されたアセス
メントツールを使用しているか。

活動プログラムが固定化しない
よう工夫しているか。

子どもの状況に応じて、個別活
動と集団活動を適宣組み合わ
せて児童発達支援計画を作成
しているか。

○｛ゼノ」こばと園では、ガイドラインに沿った支援
を次のように行っているが、さらに充実させるよう
に努める。
　①親子通園で障がいや発達の状態に合わせ、
集団療育と個別療育を行う。楽しい遊びや体験を
通して発達の土台の力を育て、意欲的で安定した
生活が送れるように取り組んでいる。
　難聴児に対しては、聴力状態の把握や補聴器・
人工内耳の装用・調整・聴覚活用をすすめ、人と
関わる力、経験や気持ちに根ざしたイメージやこと
ば・コミュニケーションの力が育つように取り組ん
でいる。（発達支援）

　②親子通園、保護者懇談会などを通して、我が
子を理解し子育てに元気と見通しが持てるように
支援したいととりくんでいる。（家族支援）

　③関係機関との連携を行う。特に保育所や幼稚
園・こども園などと併行通園している場合は、園と
の連携を通して、安定した生活が送れるように支
援している。（地域支援・保育所等訪問支援）

○子どもに合わせた適切な支援を行うために努力
をしているが、部門の増加、ニーズの多様化によ
る職員の役割の多重化、複雑化などのため、職員
は手いっぱいの状況である。「働き方改革検討委
員会」などでの検討を踏まえて、職員全体で業務
改善にとりくみ、よりよい支援に結びつける努力が
必要である。

　
○活動プログラムや活動内容は、子どもの状態に
合わせ適切に行われていると思われるが、やや経
験主義に陥ったり、目的や意図があいまいになっ
たりすることも見られ、研修や検討を重ね、療育の
質を向上させるよう努める必要がある。

14 4

17 1

19

13

・日々の生活や遊びの中で子どもの状態を把
握し、また発達検査や聴力検査等で客観的な
状態の把握を行い、子どもにあわせた支援を
行っている。

8

20

適
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供
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アセスメントを適切に行い、子ど
もと保護者のニーズや課題を客
観的に分析した上で、児童発達
支援計画を作成しているか。

18 2

支援終了後には、職員間で必
ず打ち合わせをし、その日行わ
れた支援の振り返りを行い、気
づいた点等を共有しているか。

定期的にモニタリングを行い、
児童発達支援計画の見直しの
必要性を判断しているか。

0

児童発達支援計画に沿った支
援が行われているか。

19
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○子どもの状態に応じて、特に配慮を要する子ど
もとその家族に対して、必要に応じて関係機関（母
子保健、ネウボラ課、障がい福祉課、保育課、学
びづくり課、基幹相談支援センター、こども発達支
援センター、子ども家庭センターなど）と連携し支
援を行い、子どものすこやかな育ちを支えることが
できるように努める。

〇医療的ケア児に関しての関係機関との連携を
強くするよう努め、主治医や協力医療機関との連
絡体制を整備する。

○医療的ケアが必要でない子どもについても、医
療機関との連携、情報共有に努める。

〇併行通園している保育所、幼稚園、こども園な
どとの連携支援を充実させる。そのために、日常
的な電話や連絡帳での連携に加えて、保育所等
訪問支援事業を行うこと、療育懇談会（年1回、グ
ループごと、公開療育と懇談会）や研修会（療育研
修会・聴覚障害研修会など）を開催することなどを
通して、充実を図る。
　

〇移行支援、他機関との交流や情報共有、研修
などについては、継続して行う。

※利用されている園児数が多いので、計画性を
もって行うように努める。

○保護者への支援は、保護者との信頼関係を築く
ことを大切にしながら、親子通園、保護者懇談会、
連絡帳の交換などの日常的な支援と、年数回の
保護者教室や学習会などの学びの場を設け行っ
ていく。そのために、職員の研修や事例検討を行
い、より質の高い支援を行っていけるよう努力す
る。

・子どもの状態に応じて、地域の保健、医療、
障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携を
行っているが、保護者を間にしての情報の共
有を行うことが多い。

・医療との連携をとるように意識しているが、
十分な連絡体制を整えるには至っていない場
合が多い。

・併行通園に移行時、また移行後も、保育所
や認定こども園、幼稚園、特別支援学校（幼稚
部）等との間で、見学・相互の訪問・連携会
議・研修など、支援内容等の情報共有と相互
理解を図っている。（移行後は保育所等訪問
支援で実施）

・相談支援事業所が併設されており、子どもの
情報を共有しながら行っている。
・会議が外部で開かれる時は、直接担当者が
参加する。

・入園時に、必要に応じて地域の保健、医療、
障害福祉、保育、教育等の関係機関と連携を
図っている。
・子どもの状態に応じて、特に配慮を要する子
どもに対して、必要に応じて行っている。

移行支援として、保育所や認定
こども園、幼稚園、特別支援学
校（幼稚部）等との間で、支援
内容等の情報共有と相互理解
を図っているか。

日頃から子どもの状況を保護
者と伝え合い、子どもの発達の
状況や課題について共通理解
を持っているか。

保護者の対応力の向上を図る
観点から、保護者に対して家族
支援プログラム（ペアレント・ト
レーニング等）の支援を行って
いるか。

・移行時、また移行後も、小学校や特別支援
学校（小学部）との間で、見学・相互の訪問・
連携会議・研修など、支援内容等の情報共有
と相互理解を図っている。

・協議会（広島県東部幼児通園機関協議会、
福山地域児童発達支援事業連絡協議会など）
に参画し、研修会や実践交流会、公開療育な
ど、積極的に参加している。

・併行通園が基本であるため、障がいのない
子どもとの交流は日常的にある。
・難聴児の通っている西幼稚園とは、年に１回
年長児がこばと園に訪問し、交流する機会を
設けている。

・市の障がい者総合支援協議会の発達支援
部会や相談支援部会、療育支援事業担当者
会議などに委員が参加している。

1

移行支援として、小学校や特別
支援学校（小学部）との間で、
支援内容等の情報共有と相互
理解を図っているか。

他の児童発達支援センターや
児童発達支援事業所、発達障
害者支援センター等の専門機
関と連携し、助言や研修を受け
ているか。

保育所や認定こども園、幼稚園
等との交流や、障害のない子ど
もと活動する機会があるか。

（自立支援）協議会子ども部会
や地域の子ども・子育て会議等
へ積極的に参加しているか。

障害児相談支援事業所のサー
ビス担当者会議にその子どもの
状況に精通した最もふさわしい
者が参画しているか。

母子保健や子ども・子育て支援
等の関係者や関係機関と連携
した支援を行っているか。

（医療的ケアが必要な子どもや
重症心身障害のある子ども等
を支援している場合）
地域の保健、医療、障害福祉、
保育、教育等の関係機関と連
携した支援を行っているか。

（医療的ケアが必要な子どもや
重症心身障害のある子ども等
を支援している場合）
子どもの主治医や協力医療機
関と連絡体制を整えているか。

1
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18 1

・親子通園であり、活動のあとに保護者との懇
談会を持ち、日常的に子どもの状態や課題、
関わり方などについて確認しあい、子育ての
相談に応じている。

・特定のプログラムに基づいているわけではな
いが、親子通園、保護者懇談会に於いて、毎
回子どもの見方、かかわり方について話し合
い、学びあい、支援している。連絡帳の交換も
行う。また、年数回の保護者教室や学習会な
どを行い、学びの場を設けている。
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㊱

㊲

㊳ 個人情報の取扱いに十分注意しているか。16 3

・個人情報の取り扱いについては、入園時に
「個人情報使用同意書」に基づき同意していた
だいている。
・写真、動画などについては、入園時及び年度
初めの入園式の時に、しおり（重要事項説明
書）で説明している。
・お互いを知り合い理解し合うことと、個人情
報の保護とのバランスをとるように留意しなが
ら保護者支援をしている。

㊴

㊵

・日常的に、相談に応じるように努めている。
・苦情や申し入れに関しては、苦情解決窓口
を設け、第三者委員も紹介している。が、実際
は日常的に保護者から担当職員に相談があ
り、迅速に対応するよう心掛けている。

運営規程、利用者負担等につ
いて丁寧な説明を行っている
か。

児童発達支援ガイドラインの
「児童発達支援の供給すべき支
援」のねらい及び支援内容と、
これに基づき作成された「児童
発達支援計画」を示しながら支
援内容の説明を行い、保護者
から児童発達支援計画の同意
を得ているか。

定期的に、保護者からの子育て
の悩み等に対する相談に適切
に応じ、必要な助言と支援を
行っているか。

父母の会の活動を支援したり、
保護者会等を開催する等によ
り、保護者同士の連携を支援し
ているか。

・社会福祉法人「ゼノ」少年牧場の機関紙「ふ
れあい」や「こばと園だより」を配布。あわせて
の月々の予定表、行事や研修会などの案内を
配布している。

・電話、連絡帳、直接対話などいろいろな手段
で意思疎通を図っている。聴覚障害のある保
護者に対しては、手話、筆談などを使い、配慮
している。

・近隣に夏祭り、とんどの案内をしている。
・地域の企業やライオンズがボランティアで夏
祭りの手伝いや清掃活動などをしてくださって
いる。

・入園時（契約時）と年1回（年度初め）、行って
いる。

・入園時、前期と後期に行っているが、「児童
発達支援ガイドライン」や契約に関わることば
に職員も保護者も使い慣れておらず、理解さ
れにくいところがあったので、意識的に確認し
ている。

・親子通園であり、活動のあとに保護者との懇
談会を持ち、日常的に子どもの状態や課題、
関わり方などについて確認しあい、悩みや相
談に応じている。

障害のある子どもや保護者との
意思の疎通や情報伝達のため
の配慮をしているか。

事業所の行事に地域住民を招
待する等地域に開かれた事業
運営を図っているか。
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子どもや保護者からの相談や
申し入れについて、対応の体制
を整備するとともに、子どもや保
護者に周知し、相談や申し入れ
があった場合に迅速かつ適切
に対応しているか。

定期的に会報等を発行し、活動
概要や行事予定、連絡体制等
の情報を子どもや保護者に対し
て発信しているか。

0

○契約や、児童発達支援計画などの説明や同意
に関して、児童発達支援ガイドラインで使われて
いることばに慣れておらず理解されにくい面があ
る。昨年度の評価を踏まえて改善した点もある
が、引き続きこれらの語句を使用し丁寧に説明し、
同意を得るように努める。

○保護者とは、直接対話、電話、連絡帳などの方
法で意思疎通や情報伝達を図る。また、緊急時な
どの情報伝達は、メールでの一斉送信で行う。

○こばと会（こばと園保護者会）、療育を守る親の
会などへの協力と連携を深める。

○こばと会や保護者の意見をしっかり受けとめ、
あわせて、今回の事業所の保護者評価、自己評
価をもとに、園のあり方や支援の在り方を見直し、
よりよいものになるよう努める。

○日常的な保護者への説明や相談に関して、さら
に保護者が相談しやすくなるように、職員との信
頼関係を深め、温かく専門性を持った支援を行っ
ていけるよう努める。
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・こばと会（保護者会）、療育を守る親の会な
ど、積極的に活動されており、支援している。
日常的なグループ療育に加え、年数回の全体
行事（遠足、運動会、夏祭りなど）、部門行事
（園外行事）などへの参加、研修会の参加など
を通して、関係が深まっている。
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○この「事業所における自己評価結果（公表）」は、事業所全体で行った自己評価です。

・緊急時対応マニュアルを作成しており、年度
初めに、また必要に応じて職員・保護者で確
認しているが、より具体的な発生を想定した訓
練をする必要がある。

・火災の避難訓練を毎月実施している。通報
訓練、消火訓練は年１回実施している。

ヒヤリハット事例集を作成して
事業所内で共有しているか。

虐待を防止するため、職員の研
修機会を確保する等、適切な対
応をしているか。

どのような場合にやむを得ず身
体拘束を行うかについて、組織
的に決定し、子どもや保護者に
事前に十分に説明し了解を得
た上で、児童発達支援計画に
記載しているか。

緊急時対応マニュアル、防犯マ
ニュアル、感染症対応マニュア
ル等を策定し、職員や保護者に
周知するとともに、発生を想定
した訓練を実施しているか。

非常災害の発生に備え、定期
的に避難、救出その他必要な
訓練を行っているか。

事前に、服薬や予防接種、てん
かん発作等の子どもの状況を
確認しているか。

食物アレルギーのある子どもに
ついて、医師の指示書に基づく
対応がされているか。

・年度初めに調査票で健康状態を把握し、一
覧表を作り職員間で共有している。年度途中
で変化のあった場合は更新する。

20

8

非
常
時
等
の
対
応

19

19 1

14 4

1

4

11

15

17

・指示書を提出してもらい、栄養士の指導を受
けて対応している。

・ヒヤリハットは日々の終礼時に確認共有し、
具体的な対策を検討しているが、「ヒヤリハッ
ト」ということばに慣れていないため今後は使
うようにする。

・身体拘束・行動制限のガイドラインを作成し、
職員研修を行い、保護者より同意書をいただ
いた。

○想定される緊急時等のマニュアルを漏れがない
ように策定し、職員や保護者に周知するとともに、
発生を想定した訓練を実施するように努める。

○毎月の避難訓練と建物の安全管理は行ってい
るが、毎日通園でない子どもが多い中、避難訓練
をすべての子どもが経験できるように計画立てる。

○地震・津波を想定した避難訓練を計画し実施す
る。

○危険箇所に気づいたらすぐに対応するようには
しているが、十分とは言えず、マニュアル化が必
要である。

○全国いたるところで様々な災害が生じている状
況もふまえ、緊急時の気象情報や避難情報の把
握と対応（保護者との連絡や関係機関との連携）
を図り、皆の安全を守るよう努める。

○各地で悲惨な虐待事件が報告される中で、虐
待や身体拘束に関する研修を行い、日常に引き
付けて考え、対処できるように取り組む。

○防犯カメラの設置はなく、防犯訓練も行っていな
い。対応を検討する。

・虐待防止啓発の研修会に参加し、伝達研修
を行っている。
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